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１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も

に
、
今
な
お
避
難
所
や
仮
設
住
宅
等

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
多
く

の
被
災
者
の
方
々
に
対
し
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地

の
速
や
か
な
復
興
や
被
災
者
の
方
々

の
一
日
も
早
い
安
寧
の
回
復
の
た
め
、

本
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
翌
２
日
に
発
生
し
た
羽
田

空
港
で
の
事
故
で
は
、
生
命
を
脅
か

す
リ
ス
ク
が
常
に
隣
り
合
わ
せ
に
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
早
々
に
起
き
た
こ
れ
ら
の
震
災

や
事
故
を
大
い
な
る
教
訓
と
し
、
気

を
引
き
締
め
る
と
と
も
に
、
緊
張
感

を
持
っ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ど
、
備
蓄
物
資
の
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
消
防
施
設
を
計

画
的
に
更
新
す
る
と
と
も
に
、
自
主

防
災
組
織
が
行
う
資
機
材
の
導
入
や

防
災
訓
練
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、

市
内
各
地
域
で
の
備
え
を
充
足
さ
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、
防
災
重
点
農
業
用

た
め
池
に
水
位
計
と
定
点
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
現
場
確
認
の
迅
速
化
を
図

る
と
と
も
に
、
移
動
系
防
災
行
政
無

線
に
先
進
的
な
技
術
を
積
極
的
に
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
伝
達
の

迅
速
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
行
政
手

続
の
簡
素
化
に
も
取
り
組
み
、
市
政

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、

誰
も
が
集
い
、
交
流
で
き
る

　  

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

　
新
「
道
の
駅
」
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
基
本
構
想
を
策
定
し
、

豊
浜
町
の
ち
ょ
う
さ
会
館
北
側
を
候

補
地
と
し
て
お
示
し
し
ま
し
た
。
現

在
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
盛
り
込
め

る
か
、
市
民
検
討
委
員
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
意
見
聴
取
し
、

こ
れ
ら
を
基
に
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
基
本
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
市
内
事
業
者
等
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
本
市
の
核
と
な

る
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら

に
は
四
国
全
体
に
通
ず
る
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
と
し
て
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け

る
施
設
の
整
備
を
め
ざ
し
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
の
重
要
な
に
ぎ
わ
い
・
交
流

よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
回
答
を
可
能

と
す
る
た
め
に
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
行
政
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
の
推
移
を
見

据
え
、
庁
内
で
の
証
明
書
等
の
発
行

に
対
応
で
き
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
設

置
な
ど
「
書
か
な
い
窓
口
」
化
の
推

進
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
促
進
や

域
内
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
紙
お

む
つ
等
支
給
事
業
で
銭
形
Ｋ
コ
イ
ン

を
用
い
て
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト
交
付
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
活

用
拡
大
を
進
め
る
た
め
の
調
査
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
５
０
年
ま
で
に
市
域
の
温
室

効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
の

実
現
に
向
け
、
本
庁
舎
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
増
設
す
る
ほ
か
、
令
和
６

年
度
に
購
入
す
る
公
用
車
に
電
気
自

動
車
を
採
用
し
、
脱
炭
素
化
の
取
り

組
み
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
、
国
や
県
に
合
わ
せ

て
補
助
制
度
の
明
確
化
を
図
る
と
と

も
に
、
40
歳
以
下
の
申
請
者
に
は
20

万
円
を
上
乗
せ
し
、
若
い
世
代
の
経

の
拠
点
、
文
化
・
芸
術
の
発
信
地
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
と
そ
の
周
囲
に

広
が
る
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、

観
光
客
に
き
め
細
や
か
な
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
観
光
案
内
所
の
あ
り

方
な
ど
を
検
討
す
る
ほ
か
、
駅
敷
地

内
の
動
線
の
整
理
等
に
向
け
て
、
四

国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と
協
議
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

に
向
け
て
は
、
観
音
寺
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
の
本
体

工
事
が
、
令
和
７
年
度
末
の
竣
工
に

向
け
て
本
格
化
し
ま
す
。
中
心
市
街

地
へ
の
人
や
モ
ノ
の
流
入
促
進
や
市

内
経
済
の
活
性
化
、
緊
急
輸
送
機
能

の
確
保
を
め
ざ
し
て
整
備
す
る
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
地
震

発
生
時
の
有
効
な
ア
ク
セ
ス
道
と
し

て
も
大
い
に
役
立
つ
公
共
イ
ン
フ
ラ

２
月
28
日
、
定
例
市
議
会
で
佐
伯
明
浩
市
長
が
令
和
６
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
度　

観
音
寺
市
施
政
方
針

済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

民
間
活
力
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
導

入
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
学
べ
、
活
躍
で
き
る 

　  

と
き
め
き
の
ま
ち
づ
く
り

　
豊
浜
地
区
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園

に
よ
り
、
観
音
寺
地
区
、
大
野
原
地

区
と
合
わ
せ
て
す
べ
て
の
地
区
で
公

立
認
定
こ
ど
も
園
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
に
引
き
続
き
就
学
前
教

育
・
保
育
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
凪
瀬
町
の
観
音
寺
港
埋
立
地
に
整

備
を
予
定
す
る
第
２
運
動
公
園
（
仮

称
）
は
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な

ど
で
使
用
す
る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
一
部
や
進
入
路
、
管
理
棟
や
駐
車

場
の
整
備
等
を
は
じ
め
と
し
て
令
和

６
年
度
か
ら
本
格
的
な
工
事
に
着
手

し
ま
す
。
芝
生
広
場
も
兼
ね
備
え
た

施
設
が
完
成
す
れ
ば
、
市
民
に
と
っ

て
健
康
増
進
や
憩
い
の
場
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
市
外
利
用
者
と
の
交
流

施
設
と
し
て
も
活
用
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
利
用
者
満
足
度
の
最
大
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
周
辺

に
お
住
ま
い
の
方
々
の
ご
理
解
も
い

た
だ
き
つ
つ
、
着
実
に
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
観
光
振
興
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

設
定
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

観
音
寺
市
観
光
協
会
な
ど
と
も
協
議

の
う
え
、
コ
ー
ス
上
に
あ
る
店
舗
や

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
り
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
り
し
て
、
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

　   

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

発
生
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
災
害
リ
ス
ク

に
対
し
て
想
定
で
き
る
す
べ
て
の
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
従
来
か
ら

取
り
組
む
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
避
難
所
で
使
用
す
る

簡
易
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な

施政方針の
全文は

こちらから

誰もが集い、交流できる
にぎわいのまちづくり

・三大プロジェクトの推進
・スマートインターチェン

ジの整備
・市内中小企業の振興支援
・優良企業の誘致の推進
・高屋神社本宮付近トイレ

に環境配慮型排水再利用
処理装置を設置

誰もが安全・安心に
暮らせるやすらぎのまちづくり

・移動系防災行政無線のデジタル化
・「書かない窓口」の推進
・市公式LINEにチャットボット機

能構築
・子育てアプリの導入
・移動販売業者を通じた買い物支援
・大野原町五郷地区でデマンド交通

の実証実験開始

誰もが学べ、活躍できる
ときめきのまちづくり

・豊浜幼稚園旧園舎の解体と豊浜認
定こども園プール棟の建設

・市内産・市内事業所が製造加工し
た食材を使用した給食の提供

・介護予防教室や移動・外出支援
・第２運動公園（仮称）の整備
・観音寺南公民館と西公民館統合の

ために地質調査等を実施

令和６年度の重点施策
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観音寺スマートインターチェンジ（仮称） 本体工事が始まります
　大野原インターチェンジに加えて、新たな高速道路への接続道を整備するために、平成30（2018）
年から準備を開始し、関係機関や周辺地域の皆さんとの意見交換を進めてきました。そして、３月
から観音寺スマートインターチェンジ（仮称）の本体工事が本格的に始まります。

問い合わせ先　建設課 スマートインターチェンジ整備室　☎２３－３９３５

　スマートインターチェンジは、高速道路の本線やサービスエリア、バスストップなどから乗り降
りができるように設置されるインターチェンジです。
　通行可能な車両はＥＴＣを搭載した車両に限定しています。

事故や災害が発生し、市外医療機関に搬送しなければならない場合、
速やかに搬送できます。高速道路は一般道と比べて信号がなく安全で、
揺れも小さいため患者の負担軽減にもなります。

豪雨災害時、中心市街地の大半が財田川浸水想定区域に指定されてい
ます。国道11号などの主要道路が寸断された場合でも、復旧対応や物
資供給のための迅速な支援が受けられます。

凡　　　例
高速自動車道
一般国道（直轄区間）
一般国道（直轄管理区間外）
主要地方道
一般県道
市道駅通り池之尻線

主要産業である農畜産業の農産品やパルプ・紙などの加工品の出荷時
間と距離が短縮されます。さらに観音寺港三本松地区で分譲中の新た
な工業団地への企業立地推進と雇用創出につながります。

市内観光地への案内が容易になるとともに、ほぼ全ての公共公益施設
が高松道に約10分でアクセスできるようになることで、近隣市町との
交流が活発になり年間約５万人の交流人口増加が期待されています。

救急医療

災害・防災

物流・企業立地

定住促進・観光振興

　上り車線（高松方面）の入口・出口、下
り車線（松山方面）の入口・出口の４方向
の利用ができます。
運用時間：24時間 ◀ 下り線

（松山方面）

出

出

入

入 上り線 ▶
（高松方面）

高松自動車道

　観音寺スマートインターチェンジ（仮称）は、令和７年度末の供用開始を目標として工事を行います。
　それに先立ち、インターチェンジに接続する市道の工事を先行して行っています。周辺住民の皆
さん、周辺道路を利用する皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

スマートインターチェンジとは？

観音寺スマートインターチェンジ（仮称）整備の主な目的

今後の工事予定

観音寺スマートインターチェンジ（仮称）完成イメージ

至　松山方面

▼三豊市山本町方面

▲観音寺市街地方面

高松自動車道 至　高松方面

五月池
鶴沢池

市
道
駅
通
り
池
之
尻
線


